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ボランティアありがとうございました
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水害避難訓練実施水害避難訓練実施

フライングディスク大会
さつまいも掘り

今年度の花椿祭は、
利用者さんとそのご
家族の皆さんをお迎
えして開催させてい
ただきました。

　８/22（木）今年度、初めて水害という特殊災
害発生を想定した避難訓練を実施しました。
　台風のため線状降水帯発生が予測される想定
で、実際に公用
車を使用し避難
訓練をしました。

　９/22（日）富山県総合運動公園にてフライン
グディスク大会が開催されました。きらめき事
業所から４名、はなの通りから２名の利用者さ
んが参加し、実力を発揮して高スコアを出すこ
とができました。「楽しかった！」と皆さん大
満足でした。

　花椿では８/29（木）、かがやき事業所では８/２
（金）にそれぞれ夏祭りを開催しました。
　花椿では、お菓子釣りやお菓子つかみなどの
ゲームで楽しみ、かき氷、やきそば、焼き鳥など
を食べました。かがやき事業所では、ステージ鑑
賞や早押しクイズをし、やきそばや焼き鳥、たこ
焼き、かき氷にわたあめなど食べました。暑さに
負けず楽しみました！    　　　　　  (表紙写真) 

　春に井口保育園のみな
さんと一緒に植えた苗が
見事に実りました!!
　園児のみなさんと一緒
にどろんこになりながら
「よいっしょ！」と掘って
収獲の秋を満喫しました。

夏祭り

夏まつり開催

（9/30）

お知らせ



保 護 者 会 通 信

　かがやきでは「いいがの日」とい
う絵画教室が毎月1回あります。か
がやきのみなさんは、毎月のいいが
の日を楽しみにしています。その日
につくった作品をみていただく場と
して、今年度、“ぽふ・あーと・ぷ
ろじぇくと”というプロジェクトに
参加させていただくことになりま
した。
　ぽふ・あーと・ぷろじぇくとと
は、障がいのある方のアート作品を

つめた箱型ギャラリーが、呉西地区の郵便局を巡回する移動展示プロジェクトです。
　８月に福野郵便局からスタートしています。９月は井波郵便局、10月には城端郵便局をまわ
ります。その後も呉西地区の郵便局を巡回する予定です！

「ぽふ・あーと・ぷろじぇくとに参加！」

　４月から始まった省エネ工事が予定通り着
実に進み、各事業所の窓、体育館の窓の二重
サッシ取り付け工事、各事業所の脱衣室と食
堂のエアコン設置工事が完了しました。今後
も会議室や職員室、各通りの居室エアコン設
置等と順次工事が進んでいき、年末には工事
完了予定です。取り付けた二重サッシには遮
熱・断熱性があり、外気が室内に伝わるのを

防ぐことができます。夏には外からの熱気の
侵入を防ぎ、冬には室内の暖気を保ち、1年
を通じて快適に暮らせます。冷暖房の効率が
上がり、省エネ効果が得ることができるそう
です。今年の夏は2重サッシになり、涼しさ
を体感することができました！

花椿で働いている人はどんな人？？
皆さんに聞いてみました！
花椿で働いている人はどんな人？？
皆さんに聞いてみました！

「省エネ工事」

トピックス

　１月１日の能登半島地震を踏ま
え、災害時に速やかに支援を受け
られるためには、日頃からの地域
とのつながり、共助の重要性が強
く認識させられました。

日時　2024年７月28
日（日）

 午後１時30分～５時
（受付１時～）

会場　富山県民会館 
304号室

 （富山県富山市新総
曲輪４-18）

JDF地域フォーラムi
nとやま

（第13回障害フォー
ラムinとやま）

障害者権利条約が求め
る

　　　インクルーシブ
な防災・減災

　　　～地域共生社会
の実現に向けて～

日本障害フォーラム が富山市で開催されました

Ⅰ. 基調講演 Ⅱ. 特別報告

Ⅲ. シンポジウム

シンポジスト

「障害者権利条約が求める
インクルーシブ防災・減災の実現に向けて

～熊本地震での経験を踏まえて～」

「JDF能登半島地震支援センターの
取り組みについて」

講師  平野 みどり氏
DPI（日本障害者インターナショナル）
日本会議議長
NPO法人自立支援センターヒューマン
ネットワーク熊本理事

講師  大森　勇人氏
JDF能登半島地震支援センター事務局次長
きょうされん石川支部事務局長

「能登半島地震の経験から～
 障害者に配慮した災害時支援の具体化と
  地域共生社会の実現に向けて」

「相談支援専門員として被災地を支援して」

末村　裕美 氏
一般社団法人with plus代表

「能登半島地震から半年を振り返って
 ～平時のつながりと備えの為に～」

向井 由美子 氏
氷見市社会福祉協議会 障害者支援課長

「知的障害者が『地域で暮らす』って、
  一体どんなことなの？
 ～能登地震、そして故郷（福島）の
  震災・事故から考えること～」

筧田　裕美 氏
特別支援学校保護者（富山市手をつなぐ育成会）

コーディネーター

富山短期大学名誉教授 宮田　伸朗 氏
コメンテーター

DPI日本会議議長 平野 みどり 氏

●災害時は、それまで多くの人たちが声をあげ
て作ってきた環境が、いとも簡単にバリアフ
ルな社会に逆戻りさせられてしまう

●残念ながら、災害時に行政は、障害のある人
より、障害のない人たちに支援の優先順位を
置きがちであり、そのためにも、被災障害者
の様々なニーズや要望に24時間で対応できる
被災地障害者センターの開設が求められる

●国、地方自治体での防災・減災計画が議論さ
れる委員会に、障害当事者の参加はもちろん
のこと、障害のある女性の参加も確保する必
要がある

●個別避難計画の策定においては、行政や地域
にできる限りの自分の避難に必要な情報を提
供することも必要。地域の避難訓練に参加し
やすくなるように、地元の行事などに積極的
に参加し、地域住民としての存在を認識して
もらうことも必要である

主催　富山障害フォーラム（TDF）、日本障害フォーラム（JDF）
後援　全国知事会、富山県
助成　キリン福祉財団、SOMPO福祉財団、ヤマト福祉財団（日本障害フォーラム）
助成　赤い羽根共同募金（富山障害フォーラム）
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多機能型事業所
（就労継続支援Ｂ型、生活介護）

花椿かがやき花椿かがやき
障害者支援施設

花椿きらめき花椿きらめき

通 所

共同生活援助事業所

ホーム柴田屋ホーム柴田屋 　８月30日、自然災害の多いこの時期に合わせて防災意識
を高めることを目的として、避難訓練を行いました。

「避難訓練を行いました」

慌てずに～、

でも急いで～！
防災バッグを背負って、と！ヘルメットの着用よーし！

「日帰り旅行に行ってきました～♪」「日帰り旅行に行ってきました～♪」

　就労継続支援B型事業所では、シルクスクリーンに次ぐ、新たな
自主製品作りに挑戦しています。野菜の皮や野菜の二次利用で染色
（色付け）したエコバックづくりに取り組んでいます。
　この取り組みが、なんとSDGsパートナーに
登録されました。その他の取り組みとして、食
品ロス削減推進を目指した、地元の規格外野菜
を使用した手作り弁当製造、チャリティー自販
機で日本財団を通して寄付しており、様々な支
援活動の場で活用されています。

新たな自主製品作りに挑戦！新たな自主製品作りに挑戦！＜就労継続支援B型＞

　９月６日に北日本新聞社で行われているアートハグ・コ
コペリ展へ見学に行ってきました。生活介護事業所15名全
員で公共交通機関を利用して富山まで行きました。電車の
乗り換えも上手にできました！富山駅に着き、お昼はみん
なでカレーを食べました。
　お昼を食べた後は、北日本新聞社へ！会場には、県内外
で活躍する作家さんの作品がたくさんありました。その中
には、かがやきのみなさんに馴染みある“とやまふぉんと”
を使用したコラボ商品も展示されていました。素敵な作品
がたくさんで、かがやきの利用者のみなさんの創作意欲も
高まりました。
　かがやきに戻ると、「楽しかった！」「カレー美味しかっ
たが」「（作品が）かっこよかったわ」と楽しそうに話すみな
さんの姿がありました。

秋の生活介護外出！秋の生活介護外出！＜生活介護＞　９/３（火）に氷見市にある温泉旅館「うみあかり」へ日帰り旅行に行ってきま
した！到着後、希望者は温泉に入り、海を眺めながら楽しい時間を過ごしまし
た。昼食では、豪華な海鮮料理を食べてきました！「ぶりしゃぶ」に「お刺
身」、「ローストビーフ」…。普段見かけない料理に、みんな目を輝かせながら食
べておられました。帰りには旅館組とひみ番屋街組の２班に別れ、自分用や家族
用のお土産をたくさん買って花椿に帰りました♪

　みどりの通りの利用者さんたちは、
福井県の恐竜博物館に行ってきました。
　バスに２時間ゆられてもなんのその！
皆さん期待に胸膨らませて気分は最高！
　到着後まずは腹ごしらえ♪博物館内のレストランで食事をしました。
　一息ついて館内巡り。「わぁ、生きてるみたい！」リアルな恐竜の

醍醐味を味わうことができました。恐竜
グッズのお土産を「どれにしようかな？」
目移りしながら買いました。
　次の目的地は羽二重餅の古里です。名物
の羽二重餅をお土産に買い、羽二重餅の試
食とお茶で旅
行を締めくく
り ま し た 。
さぁ、来年は
どこに行こう
かな♪もう次
の旅行が楽し
みです。

　利用者旅行で呉羽ハイツに行ってき
ました。豪華な食事にゆったりとした
広い部屋で寛ぎ、お風呂にも入りまし
た。いい湯だな♪疲れを癒して明日か
らまたみんなで頑張って
いきましょう～

　通所の日帰り旅行は、岐阜県郡上市の「牧歌の里」に行きました。標高
1000m以上のひるがの高原ですが気温は33℃の猛暑でありました。熱中
症対策を十分に行い、きれいな花畑を散策、かわいい動物と触れ合い、
BBQで美味しいお肉を食べて、身も心も充実した日帰り旅行でした。

障害者支援施設

花椿あおぞら花椿あおぞら

みどり

は な

豪華な料理だね～
すごく

おいしい！

ピース！

おいしい♪

忍者になったよ！

恐
竜
と
パ
チ
リ

教会と花畑

ぬいぐるみと私

おいしそうなお菓子を

見つけたよ♪

暑いけどお花はきれいで癒されます。

恐
竜
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
�
プ

お
腹
い
�
ぱ
い

食
べ
て
い
ま
す
�

避難完了！

もしものときに慌てないように、日頃からの訓練は大事ですね。

➡ ➡

この登録証は、五箇山和紙で
つくられています
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多機能型事業所
（就労継続支援Ｂ型、生活介護）
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ホーム柴田屋ホーム柴田屋 　８月30日、自然災害の多いこの時期に合わせて防災意識
を高めることを目的として、避難訓練を行いました。

「避難訓練を行いました」

慌てずに～、

でも急いで～！
防災バッグを背負って、と！ヘルメットの着用よーし！

「日帰り旅行に行ってきました～♪」「日帰り旅行に行ってきました～♪」

　就労継続支援B型事業所では、シルクスクリーンに次ぐ、新たな
自主製品作りに挑戦しています。野菜の皮や野菜の二次利用で染色
（色付け）したエコバックづくりに取り組んでいます。
　この取り組みが、なんとSDGsパートナーに
登録されました。その他の取り組みとして、食
品ロス削減推進を目指した、地元の規格外野菜
を使用した手作り弁当製造、チャリティー自販
機で日本財団を通して寄付しており、様々な支
援活動の場で活用されています。

新たな自主製品作りに挑戦！新たな自主製品作りに挑戦！＜就労継続支援B型＞

　９月６日に北日本新聞社で行われているアートハグ・コ
コペリ展へ見学に行ってきました。生活介護事業所15名全
員で公共交通機関を利用して富山まで行きました。電車の
乗り換えも上手にできました！富山駅に着き、お昼はみん
なでカレーを食べました。
　お昼を食べた後は、北日本新聞社へ！会場には、県内外
で活躍する作家さんの作品がたくさんありました。その中
には、かがやきのみなさんに馴染みある“とやまふぉんと”
を使用したコラボ商品も展示されていました。素敵な作品
がたくさんで、かがやきの利用者のみなさんの創作意欲も
高まりました。
　かがやきに戻ると、「楽しかった！」「カレー美味しかっ
たが」「（作品が）かっこよかったわ」と楽しそうに話すみな
さんの姿がありました。

秋の生活介護外出！秋の生活介護外出！＜生活介護＞　９/３（火）に氷見市にある温泉旅館「うみあかり」へ日帰り旅行に行ってきま
した！到着後、希望者は温泉に入り、海を眺めながら楽しい時間を過ごしまし
た。昼食では、豪華な海鮮料理を食べてきました！「ぶりしゃぶ」に「お刺
身」、「ローストビーフ」…。普段見かけない料理に、みんな目を輝かせながら食
べておられました。帰りには旅館組とひみ番屋街組の２班に別れ、自分用や家族
用のお土産をたくさん買って花椿に帰りました♪

　みどりの通りの利用者さんたちは、
福井県の恐竜博物館に行ってきました。
　バスに２時間ゆられてもなんのその！
皆さん期待に胸膨らませて気分は最高！
　到着後まずは腹ごしらえ♪博物館内のレストランで食事をしました。
　一息ついて館内巡り。「わぁ、生きてるみたい！」リアルな恐竜の

醍醐味を味わうことができました。恐竜
グッズのお土産を「どれにしようかな？」
目移りしながら買いました。
　次の目的地は羽二重餅の古里です。名物
の羽二重餅をお土産に買い、羽二重餅の試
食とお茶で旅
行を締めくく
り ま し た 。
さぁ、来年は
どこに行こう
かな♪もう次
の旅行が楽し
みです。

　利用者旅行で呉羽ハイツに行ってき
ました。豪華な食事にゆったりとした
広い部屋で寛ぎ、お風呂にも入りまし
た。いい湯だな♪疲れを癒して明日か
らまたみんなで頑張って
いきましょう～

　通所の日帰り旅行は、岐阜県郡上市の「牧歌の里」に行きました。標高
1000m以上のひるがの高原ですが気温は33℃の猛暑でありました。熱中
症対策を十分に行い、きれいな花畑を散策、かわいい動物と触れ合い、
BBQで美味しいお肉を食べて、身も心も充実した日帰り旅行でした。

障害者支援施設

花椿あおぞら花椿あおぞら

みどり

は な

豪華な料理だね～
すごく

おいしい！

ピース！

おいしい♪

忍者になったよ！

恐
竜
と
パ
チ
リ

教会と花畑

ぬいぐるみと私

おいしそうなお菓子を

見つけたよ♪

暑いけどお花はきれいで癒されます。
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避難完了！

もしものときに慌てないように、日頃からの訓練は大事ですね。

➡ ➡

この登録証は、五箇山和紙で
つくられています
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花椿かがやき
共同生活援助事業所

ホーム柴田屋

善意を寄せてくださった方々

ボランティアありがとうございました

（令和６年６月～９月）順不同・敬称略

花椿保護者会

フレンドハウス福光

久保　浩一

梅基　光子

俵　久成　

百生　真

Sun農場

一本嶋 峰司

井口保育園

南砺市井口赤十字奉仕団　　嶋田 加代子　　Yoh-ske

水害避難訓練実施水害避難訓練実施

フライングディスク大会
さつまいも掘り

今年度の花椿祭は、
利用者さんとそのご
家族の皆さんをお迎
えして開催させてい
ただきました。

　８/22（木）今年度、初めて水害という特殊災
害発生を想定した避難訓練を実施しました。
　台風のため線状降水帯発生が予測される想定
で、実際に公用
車を使用し避難
訓練をしました。

　９/22（日）富山県総合運動公園にてフライン
グディスク大会が開催されました。きらめき事
業所から４名、はなの通りから２名の利用者さ
んが参加し、実力を発揮して高スコアを出すこ
とができました。「楽しかった！」と皆さん大
満足でした。

　花椿では８/29（木）、かがやき事業所では８/２
（金）にそれぞれ夏祭りを開催しました。
　花椿では、お菓子釣りやお菓子つかみなどの
ゲームで楽しみ、かき氷、やきそば、焼き鳥など
を食べました。かがやき事業所では、ステージ鑑
賞や早押しクイズをし、やきそばや焼き鳥、たこ
焼き、かき氷にわたあめなど食べました。暑さに
負けず楽しみました！    　　　　　  (表紙写真) 

　春に井口保育園のみな
さんと一緒に植えた苗が
見事に実りました!!
　園児のみなさんと一緒
にどろんこになりながら
「よいっしょ！」と掘って
収獲の秋を満喫しました。

夏祭り

夏まつり開催

（9/30）

お知らせ


